


はじめに

　中小企業事業団では、中小企業庁が進める国の重要施策である、中小企業のための数々

の施策を実施しています。

　さて、中小企業事業団では、平成10年度「ものづくり人材支援基盤整備事業」におい

て、技術・技能の客観化、マニュアル化等を行うことが、技術・技能の継承を図る上で

重要と考え、それらを必要とする業界を対象に、「平成10年度ものづくり人材支援基盤整

備事業一技術・技能の客観化、マニュアル化等イファインセラミックス製造過程におけ

る化学分析前処理技術のマニュアル化について」に係る事業報告書ファインセラミック

ス用アルミナセラミックスの化学分析前処理技術マニュアル」を作成いたしました。

　最近の中小製造業の現場では、熟練技術者・技能者の高齢化が目立ち、退職後の製造

現場の能力の維持等が問題となってきています。

　これは、熟練技術者・技能者、その個人の持つ技術・技能を後継者に伝承することに

より、解決されうるものでありますが、その伝承、継承には訓練が伴い、適切な指導を

行える指導者と時間が必要であります。

　そこで、業界団体を通じて各中小企業者に本件を有効に活用頂き、技術・技能を継承

するべき若年層等の人材の確保・育成の一助になれば幸いに存じます。

　なお、本書の作成にあたり、ご協力を頂きました関係者各位に厚く御礼申し上げます。
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